
編　集　後　記

　『記録と史料』２８号をお届けします。テー
マは「ボランティアと歩むアーカイブズ」。
アーカイブに関わるボランティアとしては、
現在全国で２０以上の組織が活動しています。
かつてボランティア活動は、災害発生地域で
の被災史資料レスキューなどの緊急対応が注
目されてきましたが、そうやって立ち上がっ
てきたボランティア組織は、今新たな取り組
みの段階を迎えています。将来に向けた史資
料の保全と活用に、ボランティアの活動が不
可欠であるという認識は、阪神淡路大震災以
前にはここまで共有されていなかったかもし
れません。公文書も含めた歴史史資料が、こ
こまで地域住民のものと意識づけられるまで
には、各地で取り組まれた多くの協働の成果
あればこそといえます。
　特集に寄せられた ４本の論考は、近畿部会
での報告をもとにしています。全史料協組織
の中でも機動力の高い地域部会で深められた
議論は、今後の組織全体の課題の中にどのよ
うに落とし込まれ、深められていくか、各組
織が有機的に連携しながら課題に取り組んで
いくことは、今後の全史料協の存在意義を考
えるうえでも重要です。
　「アーキビストの眼」は ３本です。 １は、
兵庫県加古川市の稲岡工業株式会社文書保存
会の取り組みです。全国の地場産業に関わる
史料は、保存の術もなく消滅の危機にさらさ
れています。こうした事例への視点が、今ま
で十分だっただろうかと実感させられる報告
です。 ２では、沖縄県公文書館所蔵の「稲嶺

一郎文書」の整理作業を通して、個人文書
の、一般への公開や利活用を前提とした整理
の試みについてご報告いただきました。 ３
は、茨城県立歴史館で行われた調査・研究委
員会による公文書館機能普及セミナーを「失
われゆく地域アーカイブズの保全のために」
と題して実施した委員会報告です。
　「世界の窓」ではアメリカにおける歴史的
建造物の保存についての紹介です。日本では
見落としがちですが、歴史的建造物はアーカ
イブの保存庫でもあります。日本では被災等
で傷んでしまうと、ほとんど解体されていま
すが、歴史的建造物への保存策の検討も必要
ではないかと感じます。また、カリフォルニ
ア州の州公文書館、図書館、市・郡公文書
館、大学アーカイブズの論稿も頂きました。
　アーカイブズネットワークは、筑波大学ア
ーカイブズ、京都府立京都学・歴彩館、防衛
省防衛研究所史料閲覧室についてご報告いた
だきました。書評と紹介は ４冊です。中京大
学による公文書館の実態調査と、個人による
２０の公文書館の歴訪記録という、視点の異な
る公文書館叙述 ２冊と、古文書保存の手引
き、古文書の料紙論という古文書学の実践的
な著書 ２冊をご紹介しました。
　新年度より『記録と史料』が、J－STAGE
で公開されます。皆様のご意見を賜れれば幸
いと存じます。� （福）
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